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献血 まつりで

２４７人が献血

五
月
八
日
、
献
血
バ
ス
か
火
町
し
、

農
協
本
所
的
、
生
協
前
、
岡
見
電
１

前
、
小
坂
小
学
校
、
沢
霞
酒
店
前
、

丁
し
堂
薬
Ｑ
前
で
献
血
活
動
を
行
い

ふ！
し
た
。

今
回
ら
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や

町
商
工
会
な
ど
の
協
力
で
、
二
百
四

卜
七
名
（
申
し
込
み
者
は
一
一
百
七
十

四
名
）
と
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
た
く

さ
ん
の
方
々
か
献
血
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ご
協
力
、
ほ
人
と
う
に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
噸
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二
十
回
以
上
の

献
血
協
力
者
を
表
彰

町
献
血
推
進
協
議
会
が
、
四
月
二

十
六
日
役
場
で
川
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
匕
、
昭
和
丘
十
九
年
慶
の

献
血
功
劣
考
表
彰
が
行
わ
れ
。
二
十

回
以
上
の
献
血
協
力
古
に
、
菊
地
町

長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

三
十
回
以
上
　

▽
朽
木
好
秋
（
藤
田
）

二
十
回
以
上
　

▽
大
津
森
治
（
森
山
）

▽
佐
野
昭
一
（
徳
江
）
　
▽
鈴
木
廣

茂
（
山
崎
）
　
▽
半
沢
豊
（
藤
田
）

▽
松
浦
惣
一
（
藤
田

）
　
▽
八
島
富

一
｛

山
崎
｝
　
▽
遠
藤
喜
正
（
大
木

．尸
）
　
▽
小
池
芳
男
（
藤
田
）

▽
国
分
次
雄
（
藤
田
）
　
　

敬
称
略

▲菊地町長も献血協力を呼びかけ

Ａ献血に協力されるみなさん

▲感謝状を賢ける朽木好秋さん



内
谷
春
日
神
社
で
例
大
祭

～
内
谷
太
々
神
楽

十
一
年
ぶ
り
に
み
こ
し
も
？

三
月
十
五
日
に
、
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
春

日
神
社
の
太
々
神
楽
は
、
復
活
以
来
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
、

四
月
二
十
日
午
後
二
時
か
ら
神
楽
殿
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
全
二
十
八
座
の
う
ち
＋
座
を
奉
納
し
ま
し
た
。
ま

た
、
楽
人
に
中
学
生
も
初
め
て
加
わ
り
、
小
、
中
学
生
も
舞
を

披
露
し
ま
し
た
。

翌
二
十
一
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
、
十
一
年
ぶ
り
の
み
こ
し

と
六
年
ぶ
り
の
山
車
が
内
谷
地
区
を
一
日
中
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
泉
田
地
区
で
も
祭
礼
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
、

三
年
ぶ
り
に
み
こ
し
と
山
車
が
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

▲もちまきのサービスに冪ぶ地区のみなさん

▲中学生の直人も初めて濱春

▲11年ぶりのみこし

▲６年ぶりの山車▲天の岩戸開き前に舞う天 手 力男 命



佐久間岩吉さんに

総務庁長官感謝状

Ａ感謝状を手にした佐久間岩吉さん

総
務
庁
か
ら
行
政
相
談
委
員
の
委

嘱
を
受
け
て

い
た
佐
久
間
岩
吉
さ
ん

（
藤
田
宇
北
三
八
の
一
　
八
十
歳
）

が
、
こ
の
ほ
ど
勇
退
さ
れ
ま
し
た
．

佐
久
間
さ
ん
は
．
昭
和
三
十
九
年

か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
国
、

県
、
市
町
村
な
ど
の
行
政
機
関
、
公

社
、
公
団
な
ど
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

苦
情
、
嬰
鼠
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
、

関
係
機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
し
て
解

決
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
．

総
務
庁
で
は
、
二
十
一
年
間
の
畏

き
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
感
謝
状

を
贈
り
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
．

四
月
十
八
日
．
役
場
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
菊
地
町
長
か
ら
佐
久
間
さ

ん
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．

な
お
、
後
任
の
行
政
相
談
委
員
に

は
内
池
和
子
さ
ん
か
選
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
佐
久
間
さ
ん
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願

い
し
ま
す
．

後任の行政相談委員

内池和子さんに

委　嘱

▲内池和子さん

絶
務
庁
で
は
、
国
見
町
を
担
当
す

る
行
政
相
鮫
蚤
員
と
し
て
、
内
池
和

子
さ
ん
（
山
崎
字
沢
田
十
の
九
　
五

十
三
歳
）
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
．

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁
長
官

が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
の
仕
事
を

は
じ
め
．
国
鉄
、
電
々
株
式
会
杜
な

ど
の
仕
事
、
県
や
市
町
村
か
国
か
ら

委
任
さ
れ
た
り
、
補
助
金
を
受
け
て

行
り
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
要
望
・
意
見
を
受
け
付
け
．
皆
さ

ん
と
役
場
な
ど
と
の
間
に
立

’
て
そ

の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応

じ
ま
す
．

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

身近にある野草・薬草

⑪

タ ン ポ ポ

だ

れ
で
も

知

っ
て
い
る

お
な
ｈ

．

の
タ

ン
ポ

ポ
で
す

が
、
在

来
種
ｊ

。。。

来

種

と
か
あ

り
ま
す

。
在

来
種

呀

黄

色
の

頭
状
花

の
外

側
に
あ

る
泌

。

片

の
先

が
、
上

を
向

い
て

い
ま
す

花

が
終
わ

る
と
、

冠
毛
を

持

て

果

実

が
で

き
て

、
冠
毛

に
よ

っ
で

べ

く

ま
で

運
ば

れ
ま
す

。

▼
薬
用
▲

闘
花
寸
前
に
恨
を
掘
り
上
げ
ず
气

い
、
刻
ん
で
日
干
し
に
し
ま
す
．

健
胃
・
胃
痛
・
消
化
促
進
に
　

匸

量
と
し
て
乾
燥
し
た
根
五
～
十
グ
．

ム
を
水
二
百

に
で
煎
じ
て
服
用
し
弋

す
．

乳
房
の
は
れ
に
　

】
日
量
と
し
て
气
．

金
銀
花
（
ス
イ
カ
ズ
ラ
の
乾
燥
花
）

各
五
グ
ラ
ム
を
水
二
百
に
で
煎
匕
丿

服
用
．
単
独
で
は
効
果
は
あ
り
ま
‥．

ん
．

▼
食
用
▲

葉
は
小
刀
で
根
ぎ
わ
か
ら
切
り
・

り
ま
す
．
花
は
株
を
残
し
て
と
り
瓢
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ふるさとの文化財

⑭
町指定史跡

石母田城跡

菊　池　利　雄

石
母
田
の
字
舘
ノ
内
、
横
町
、
荒

町
に
位
置
す
る
石
毋
田
城
は
、本
郭
・

ニ
ノ
郭
・
Ξ
ノ
郭
か
ら
な
る
複
郭
式

の
荼
城
で
あ
る
．

本
郭
は
、
東
西
一
〇

〇
ｕ

・
南
北

匸
一
〇
ｕ

の
略
四
辺
形
状
を
な
し
、

周
囲
に
は
堅
固
な
土
塁
（
ａ
ｑ
ｒ

ｌ

と
、
内
堀
・
丸
堀
・
外
堀
ａ

ｌ
ｕ

）

と
呼
ば
れ
る
水
齡

（
酣
訂

屁

）
が
め

ぐ
ら
さ
れ
、
西
南
の
隅
は
脱
棚
跡
と

の
伝
え
が
あ
る
．｛
Ｈ
！

‘ｕ
ｙ

外
郭
で
あ
る
ニ
ノ
郭
は
本
郭
の
南

に
、
三
ノ
郭
は
ニ
ノ
郭
の
南
か
ら
本

郭
東
部
に
か
け
て
の
地
域
で
．
土
塁

と
外
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
お
り
、
舘

前
・
横
町
・
町
端
の
旧
地
名
の
存
在

か
ら
み
て
、
家
中
屋
敷
で
あ
り
家
臣

団
を
郭
内
の
町
屋
敷
に
集
中
さ
す
な

ど
、『
総
構
』
と
も
称
す
べ
き
縄
張
で

あ
る
．

外

郭
か

ら
本

郭
へ
通

じ
る

二
ヶ
所

の

虎
口

は
、
濠

の
中

に
小
規

模
な

馬

出
し

郭
を
酊

え

、
土
橋

、
點

噺
に
よ

っ
て

結

ば
れ
て

い
た

。
外

郭
か
ら

城

外

に
通
じ

る
的
場

、
出

溜
、

荒
町

の

虎

口
は

。
通
路

と
な

る
土
橋

を
挾

ん

で

。
外
堀

は
堀

一
本

の
幅
で

隅
違
状

に
交

差
し

、
内
枡

形
を

構
え

た
壁
囚

な
も

の
で

あ
り

、
本

郭
を
含

め

た
植

全

域
の
規

模
は
東

西
ニ

ー
Ｏ
Ｕ

・
南

北

二
五
〇
Ｕ

・
総

面
禎

六
町

二
反

と

広
大
な

も
の
で

あ

っ
た
。

城
主

の
石
母

田
氏

は
、
家

譜

に
よ

れ
ば
甲
斐

源

氏
の
出

自
。

伊
達

氏
譜

代

の
家

臣
で
石

母
田

光
頼

以
前

は
不

詳

と
さ

れ
る

。
天
文

十

一
年
（
一
工
四
二
）

六

月
伊

達
晴
宗

は
、

桑
折

西
山

城
に

父

伊
達

穢
宗
を

幽
閉

し

た
か
、

ま
も

な
く
救

出
さ

れ
て
石

母

田
城

に
移

り

た
。
稙

宗

は
翌
十

二
年

五
月

。
娘
婿

懸

田
俊

宗
の

懸
田

城
に

移

り
た
が
、

十
三
年

八
月

、
再

び
石
母

田
城

に
移

り
、
稙

宗
党

の
本

拠

と
な

っ
た
た

め
、

睛
宗

党
の
総

攻
撃

を
受

け
、

十
月

二

十
日

に
落
城

し

た
．

永

禄
七
年

（

一
五

六
四
）

六
月

、

田

手
（
伊
達

崎
）

宗
光

と
睛

宗
の
息

伊
達

輝
宗

と
の

対
立
を

調

停
す

る
た

め
、

米
沢
城

か

ら
石

母
田

植
に
出

向

い

た
睛
宗

は
、
輝

宗

の
攻
撃

を
受

け

る
事

件
か
起

こ

っ
て

い
る
Ｉ
帥
丿
气
ｑ

）

天
正

十

八
年

（
一
五

九
〇

）
十
月

、

伊
達

政
宗

が
石
母

田
景

幀

に
宛
て

た

書
状

の
中

に
、『
城

の
能

は
定

め
て

搖

却
と

な
す

べ
き
候

条
：
こ

と
あ
り

、

石
毋

田
城
は

廃
さ

れ
、

景
頼

は
伊
具

郡
高
倉

の
荒

山
城

に
移

っ

た
．（
９
０

）

昭
和

六
十
年

三
月

、

こ
の

地
方

に

お
け

る
典
形

的
な
中

世

の
城
舘

跡

と

し
て
．

石
母

―
城
跡
｛
卵
ｎ

肘
丸
Ｉ
｝
を

町
の
史

跡
に

指
定
し

た
．

参
考
文
献

国

見

町
史

丁

二
・
四
卷

石
母

田
村
地

籍
図

、
伊

達
世
臣

家
譜

石母田植要図(石母田村地籍図によって作成)

国　見　町　職　員　組　織　表
(前月号からのつづき)

校 （圍） 名 校 （圃） 長 教　　 頸 係　　　　 （教　 諭）

県　 北　 中

8 2 ｰ 2 3 7 2
幕　田　貞　一 遠 藤　幸　吉 中野　成子、和泉喜久夫、松浦　利枝

藤　 田　 小

8 5 ｰ 2 0 4 】
宍　戸　成　男 安　斎　光　雄 高子 宏子．宍戸　ヤイ

森 江 野 小

８５－２８ 囗
大　和　金三郎 石 幡　清 朗 安藤　 幸江

大 木 戸 小

８５－２１４４
佐久間　宗　平 松　＊　 正　飼 佐竹　朝子

小　 坂　 小

8 5 - 2 8 ｰ 0
湯 洩 伊佐男 伊　勢　文 朗 中山ミエ子

藤　 田　 幼

8 5 ｰ 2 3 3 4
宍 戸　成　男 安　 斎 光　雄

田中　陽子、斎藤 アイ子、紺野かず子、倉田由美子

古内　君恵．高橋　フミ

森 江 野 幼

8 5 ｰ 4 7 8 4
大 和　金三郎 石 幡 清 朗 佐藤　幸子、吉田　 和子



桑
折
警
察
署
か
ら

犯
罪
捜
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
折
か
ら
犯
罪
を
な
く
し
、

明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
。
万
一
被

害
に
あ
っ
た
ら
早
く
届
け
ま
し
ょ
う
。

暴
力
追
放
に
ご
協
力

く
だ
さ

い

。

暴
力
は
み
ん
な
の
敵
で
す

小
さ
い
う
ち
に
芽
を
つ
も
う

○
暴
力
団
と
の
つ
な
が
り
を

み
ん
な
で
追
放
し
ま
し
ょ
う
．

○
お
ど
し
、
い
ん
ね
ん
、
い
や
か
ら

せ
　

見
た
り

聞

い
た
ら

一
一（
）
徭

聞
き
込
み
捜
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

犯
罪
捜
査
の
た
め
。
警
察
官
が
お

伺
い
し
た
と
き
は
、
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

こ
と
は
積
極
的
に
通
報
を

協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
．

ご
迷

感
を
か
け
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
し

て
い
ま
す
．

鉄
道
妨
害
防
止
運
動

を

実

施

国
鉄
で
は
、
例
年
五
、
六
月
に
な

り
ま
す
と
、
自
動
車
に
よ
る
踏
切
事

故
や
子
供
の
線
路
遊
び
、
置
石
に
よ

る
列
車
支
障
な
ど
の
事
故
が
多
発
す

る
傾
向
に
あ
る
た
め
。
五
月
二
十
六

日
か
ら
六
月
十
四
日
ま
で
『
鉄
道
妨

害
防
止
運
助
』
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。

○
線

路
で
は

一
、
新
幹

練
柵

の
中

に
立
ち

入
ら
な

い
．

二
、
線

路
に
石

を
置
く

な

ど
の

い
た
ず

ら
を

し
な

い
．

弓

線

路
で
遊

ば
な

い
．

四
．
汽
車

に
物
や
石

を

投
げ

な

い
．

再

線
路

の
近

ぐ
で

タ
コ

掛

げ
を

し
な

い
．

○
踏
切
で
は

‐‐
、
必
ず

一
旦

停
止
し

、
左

右
の

安
全

を
確

認
す

る
．

二
、助

切

警
報

機
が
鳴

っ
て

い
る

と
き
、

鳴
り

始
ま

っ
た
と

き
は

絶
対

に
踏

切
に

入
ら
な

い
．

】『
』、踏

切

で
ギ
ア

チ

ェ
ン

ジ
を

し
な

い
．

こ
れ

は
エ

ン
ス
ト

の
原
因

に
な

る
．

四
、踏

切
上

で

エ
ン
ス
ト

．
脱

輪
し

た

と
き
は
、
あ
わ
て
ず
に
「
非
常
ボ

タ
ン
」
を
押
し
て
列
車
を
止
め
る

手
配
を
す
る
。
「
非
常
ボ
タ
ン
」

の
な
い
踏
切
で
は
発
炎
簡
や
赤
色

旗
ま
た
は
赤
色
燈
な
ど
を
扱
っ
て

列
車
に
危
険
を
知
ら
せ
る
。

※
踏
切
事
故
は
．
列
車
の
安
全
運
転

を
支
障
す
る
だ
け
で
な
く
、
重
大
な

事
故
に
っ
な
が
り
ま
す
．
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
．

六
月
七
日
は

計
量
記
念
日

「
風
袋

」
は

商
品

か
？

食
品
を
賈
う
場
合
、
ほ
と
ん
ど
何

ら
か
の
『
風
袋
』
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
「
風
袋
」
で
も
目
方
は

あ
る
わ
け
で
、
こ
れ
ら
の
目
方
は
商

品
の
目
方
と
は
別
に
は
か
ら
れ
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

一
般
に
多
く
使
わ
れ
て

い
る
『
風

袋
』
の
大
体
の
目
方
は
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。
買
い
物
を
す
る
と
き
は
、

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ポ
リ
カ

ッ
プ

�
発
泡
ス
チ

ロ

ー
ル
ト
レ

イ

� 藁
　

鷂

� ロ
ー
引
紙

ａ
　

木

�
風
袋
の

欄

車

粒

う
に
　

酉

ー
躅

� す

じ
こ
用

｛
Ｃ
一

六
｝

� 緑

茶
酉
Ｓ
用

� 食

用
百
贔

� 用
　
瑜

約
四

―

�
約
八

１

�
的
七

―

�
約
八

―

�
重
さ

百
一

千
円

で
　

四

十
円

の`
擯

� 百
一

八
百

円
で

六
十
四
円

の
擯

�
畧
－

千
円

で
　

七
十
円

の
楠

�
百

Ｓ
三
一

円
で

二
十
四
円

の

擒

�
填

段
に
　

換
算
す
る

と

紙
袋
の
重
さ
　
杓
三
９
～
＋

９

竹
の
皮
の
瓜
さ

約
八

９
～
十
五
９

莱
袋
の
重
さ
　
約
四
９
～
八
９

経
木
の
重
さ
　
約
六
９
～
十
二

９

し ろう と工事 は事故のもと／

電 気工事士の資格のない人が 、配線工事を

することは 禁じられていま す。

電気工事は電 気工事店にたのみまし ょう 。

闘東北電気保安協会

空き缶は ゴミ”それとも“資源”
心 がけ し だい で ど ちら は もな りま す

１つぐらいならいいだろうｰ こんな軽い気持ちで

捨てられた空き缶は、毎年10億個ともいわれています。

これでは街がきれいになるはずがありません。

空き缶は再資源化が可能。ゴミ箱にきちんと入れれ

ば、リサイクル・ルートに乗って新しい製品に生まれ

変わります。

美しい環境を守るためにも、資源の浪費を防ぐため

にも、空き缶は必ず決められた場所に捨てたいもので

す。



土

砂

災
害

か

ら

明
る
い
家
庭
を
守
る
た
め

土

砂

災

害

防

止

月

間

六
月
一
日
～
三
十
日

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

安
全
で
す
か
？

お
そ
ろ
し
い

”
土
砂
災
害
”
か
起

き
そ
う
な
危
険
な
状
況
に
接
し
た
ら

勇
気
を
持
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
．

畏
崎
災
書
を
は
匕
め
全
国
各
地
の

災
害
実
例
か
ら
、
危
険
時
に
自
分
の

命
を
守
る
た
め
に
は
勇
気
あ
る
避
難

が
大
切
な
土
砂
災
害
対
策
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
を
教
え
て

い
ま
す
．

注
意
を
し
た
い
気
象
条
件

●
長

い
雨
　

降
り
始

め
て
か

ら

稠
ミ

り
を
超
え
る
よ
う
な
時

●
強
い
雨
　
一
時
間
に
二
十
ミ
リ
を

超
え
る
よ
う
な
時

・

地
　
震

強
い
地
震
の
時
や
、
地

震
後
の
雨
は
、
特
に
注
意
し
ま
し

特
に
危
険
な
が
け
の
条
件

・

傾
斜
　
三
十
度
以
上

●
高
さ
　
五
メ
ー
ト
ル
以
上

・
斜
面
の
異
常

※
が
け
崩
れ
災
害
は
、
い
つ
起
き

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
．

日
頃
の
用
心
・
早
目
に
避
難

、
末
登
録
の

銃

砲

・
刀

剣
類

は

登
録

を
受

け
て

未
一

録
の
銃
砲

．
刀
剣
順
を
発
見

し
た
と
き
は
、
も
よ
り
の
繋
察
署

に
発
見
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

発
見
届

が
す

む
と

、
県
教

育
委

員

会
｛
文

化
課

｝
か

ら
届
出

者

に
刀

剣
登
録

審
査
会

開

催
の

通
知

が
あ

り
ま
す

か
ら

．
当

日

登
録
申
諦

書

を
提
出

し
て

く

だ
さ

い
．

賢
録

審
査
会

に
は

ア
発
見

さ

れ
た

銃
砲

・
刀
剣
類

イ

発
見
届

（
警
察

か

ら
渡
さ

れ
た

も

の
）

ウ
印

鑑

工

登
録
手

数
料

（
県

収
入
証

紙
）

一
件

に
つ

き
四

千
五
百

円

（
当
日
会

場

で
取
扱

っ
て
い
ま
す

）

を

持
参

し
て

く

だ
さ

い
・

一

録

は
、

発
見
届

人

が
行
う

こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す

の
で

、
代

理
人

に
依
頼
す

る
と
き

は
正

当
な

理
由

を
付
し

た

委
任
状

が

必
要
で

す
．

な
お

、
詳
し

く
は

県
較

育
庁
文

化

課

（
二
一
一

一

一
一

一
）
ま

た
は

各
教
育

事
侑

所

に
お

た
ず
ね
く

だ

さ

い
・

昭
和
六
十
年
度

ミ

ス

ピ

ー

チ

』 を

募

集

一
、応
募

資

格

身
長
百
五
十
七
㎝
以
上
、
年
齢

十
八
～
二
十
二
歳
ま
で
の
独
身

女
性
（
高
校
生
は
除
く
）

県
内
在
住
、
在
学
荐
ま
た
は
県

内
出
身
者

七
月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で

の
間
、
Ｐ
Ｒ
事
業
に
従
事
で
き

福
鳥
市
内
に
通
動
可
能
な
人

二
．募

集

人
員
　

十
名

・一
．
選
考

期
日
　

六
月
三

十
日

午
後
一
時

四
．
選
考
会

鳩
　

福
島
市

市

民
会
館

｀
、募

集

期
限

六
月

二
十

五
日

六
、
応
募

・
問

い
合
わ

せ
先

碼
鳥
市

役
所
内

『
ミ

ス

ピ
ー
チ
係

』

（

酋
三

五
一

一

一
一
一
）

※
官
製
（

が
キ
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
．

戸籍の窓口
（４月受 付分 ）

出生おめでとうございます
子 の 名　 保護者　　 部 落

久美子(く み こ)武田　信秀 吉 町 北

絵 理(え　　り)若林　串雄 泉 田 中
健太郎( け んたろう)平舘　 浩 大 町 南

敬 －(けいいち)佐藤　 義光 貝　 田
千 里(ち さ と)佐藤　 利夫 耕　 谷
佳奈子(か な こ)佐々木　勇 町　 竄

ご結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　　 郎 落

瀬 戸　正 明　　　　　中　 部
池 田 恵 子　　　　 梁 川 町
安 藤 人 司　　　　 山 崎 舘

鳩 原 信 子　　　　 福 鳥 市
檬 沢 勇 男　　　　 光 明 寺
松 本 悦 子　　　　 飯 坂 町
佐 野　直　光　　　　　第　 九
安　斎　恵美子　　　　　伊 達 町
遠 藤　直　二　　　　　山　 樌

遠 鋪　良　重　　　　　山　 根後 藤　喜　好　　　　　鳥　 取
坪 井 久 子　　　　 郡 山 市
小 林 裕　一　　　　　原　 町
八 巻 朋 子　　　　 伊 達 町
菊 地 政 蔵　　　　　石ほ田東
坂 本 千 春　　　　 福 鳥 市

お く や み 申 し 上 げ ま す

氏　　 名　　　年齢　　 部 落
佐 藤 英　治　　59　　 北　 郎
紺 野 ヱ　イ　　80　　 本　 町
鴨 田 勇 一　　81　　 内 谷 東
鴨 田　ヤイ子　　37　　 内 谷 西
松 浦　　 毓　　24　　 大 木 戸
佐 藤 勝太郎　　90　　 石毋田家
八　眷　ヨシヰ　　72　　 徳 江 北

人口 と世 帯
５月１日現在(前月比)４月中のうごき

人
　
　

口

一男5  , 81 人 （－11 ）

一女6.1 人(  十 3 )

- 計 , 9711人(  ｰ 8 )

世 帯数2  , 87 】戸(  十 1 )

転 入32 人

転 出39 人

出　生　６人

死　亡　７人

心配ごと相談日
場 所 ： 役 場 二 階 相 談 室 牘・ ｘａ から如入り 下 さ

時 間： ９畤 ～12 畤

こ まったことや、相談ごと がありましたら、

お飢軽 にご相談下さい。 秘窟は絶 対に守り ます。

〔相 談 具 〕

５月 日 (土）佐野 市郎・阿部　 キタ

６月５日（水）高橋 陸雄・玉手マルヨ

６月15 日 (土）吉川　弥吉・橘　ヤヨイ

５月　皐 月（さつき）

日 (土）国際善意デー

四 日 伍 ) 森江野小運動会

2111（火）小　 満

26日｛日｝藤田小運動会

30日（木）消費者のｎＪ

６月　 水無月（みなづき）

１日（･土）気象記念日・写裏の日，

４日（火）廁の衛生週間

6 11 （木）芒　 種

７日（金）計量記念11

10日（月）畤の記念日L111
.--　･- ■J

く

だ
さ

い

”



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

08 5 ｰ  2 6 7

（有)  4  1  5  6

昭
和
六
十
年
度

各
学
級
が
開
講

高
齢
者
教
室

好
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
二
十
六
日

（
金
）
公
民
館
講
堂
で
、
町
長
、
桑

折
警
察
署
長
、
交
通
安
全
協
会
桑
折

副
支
部
長
、
住
民
牒
長
。
生
活
環
境

係
長
臨
席
の
も
と
、
学
級
生
百
二
十

名
が
出
席
し
て
、
昭
和
六
十
年
度
の

開
講
式
（
交
通
安
全
大
学
征
交
付
式

も
併
せ
て
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
の
記
念
講
演
と
し
て
公
立

藤
田
総
合
病
院
長
の
本
宿
先
生
か
ら

「
生
涯
学
習
の
た
め
の
健
康
保
持
管

理
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
た
い
へ
ん

有
意
義
な
お
話
し
か
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
度
学
級
運
営
委
員
会

と
し
て
次
の
方
々
か
役
員
に
な
り
ま

し
た
。

委
員
長
　
　

藤
田
　
勝
衛

剛
委
員
長
　

吉
田

嘉
蔵

佐
久
間
い
ち

会
　
計
　
　

阿
部

重
雄

庶
　
務
　
　

遠
藤
源
五
郎

背
野
　
シ
マ

六
月
の
学
習
予
定

奉
仕
作
業
　
古
民
家
周
辺

学
習
　

『
若

い
世
代
の
理
解
』

青
年
学
級

四
月
二
十
五
日
、
午
後
七
時
半
か

ら
、
町
公
民
館
で
学
級
生
二
十
八
名

が
出
席
し
て
闘
溝
式
を
行
い
ま
し
た
．

教
育
次
長
．
館
長
の
あ
い
さ
っ
の

あ
と
、
学
習
計
面
な
ど
の
説
明
か
あ

り
ま
し
た
．

式
終
了
後
、
自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム

を
行
い
な
が
ら
楽
し
く
第
一
日
目
の

活
動
を
終
え
ま
し
た
．

４間講式に集まった教室生のみなさん

学
級
生
を

再

募

集

◆
中
央
婦
人
学
級

婦
人
の
役
割
を
考
え
．
婦
人
敦
養

の
向
上
と
明
る
く
豊
か
な
家
庭
づ
く

り
を
め
ぎ
し
て
…
…

定
　
員
　
四
〇
名

期
　
間
　
六
月
～
二
月

学
習
日
　
毎
週
水
曜
日

９
：

匐
～
1
1：
3
0

対

象
　
町
内
に
在
住
す
る
婦
人

※
申
し
込
み
は
。
公
民
館
へ
お
早
め

に
（
電
話
も
可
）

◆
成
人
学
級

杜
会
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
知
識

や
教
養
を
習
得
し
．
明
る
く
豊
か
な

町
づ
ぐ
り
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
…
…

定
　
員
　
円
〇
名

期
　
間
　
六
月
一

二
月

学
習
日
　
毎
濶
水
曜
日

1
3：
3
0～
1
5：
3
0

対
　
象
　
町
内
に
居
住
す
る

壮
年
男
女

学
習
内
容
　
一
般
教
養
．
地
方
自

治
、
健
康
管
理
、
研

修
旅
行
な
ど

※
申
し
込
み
は
、
公
民
館
ま
で

文

化

団

体

紹

介

国

見

フ

ラ

ウ

エ

ン

代

表

梁

瀬

貞

子

人
生
到
る
所
歌
あ
り
、
私
共
は
生

ま
れ
た
時
の
子
守
歌
か
ら
始
ま
っ
て
。

娘
し
い
に
つ
け
悲
し
い
に
つ
け
、
歌

は
心
の
糧
、
友
だ
ち
で
す
。

こ
の
秋
に
は
福
励
市
で
県
大
会
と

県
北
人
会
の
二
つ
の
大
き
な
発
表
会

か
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
出
演
す
る
た

め
今
新
し

い
曲
の
練
習
を
始
め
ま
し

た
。
四
月
か
ら
若
い
お
嬢
さ
ん
二
人

か
入
会
し
と
て
も
心
強
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
も
う
十
人
位

会
員
か
欲
し
い
の
で
す
。

ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
な
い
で

お
電
話
く
だ
さ
る
か
、
練
習
日
に
見

学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

練
習
日
は
毎
月
第
二
、
四
、
の
日

曜
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
第

三
月
曜
日
夜
七
時
半
か
ら
二
時
間
、

掛
所
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す
。

参
に
は
パ
ス
で
小
旅
行
な
ど
む
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
六
月
に
山
寺

へ
行
く
予
定
で
す
。
時
々
テ
レ
ビ
局

か
ら
も
出
演
依
帆
な
ど
あ
り
、
昨
年

は
郡
山
の
Ｋ
Ｆ
Ｖ
へ
小
さ
い
子
供
た

ち
も
一
緒
に
出
て
歌
っ
て
来
ま
し
た
。

指
導
し
て
下
さ
る
先
生
は
当
初
よ

り
同
し
板
垣
先
生
、
そ
し
て
ピ
ア
ノ

は
菅
野
利
津
子
さ
ん
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
記
念

硬
式
テ
ニ

ス
教
室
開
講
の

お

知
ら
せ

一
．
日

時
　

五
月

十
九
日

間

～

六
月

二
十
一・一
日
卯
毎

週
日

曜
日

こ
．
鳩

所
　

国
見

町
運
動

公
園
テ

ニ

ス

皿
、
対
象
者
　

一
般
杜
会

人

（
学
生
、

生
徒

は
除
く

）

四
．
講

師
　

全
日
本

テ

ニ
ス
協
会

公

認

指
導

員
、
関

根
栄
喜

先
生

他

五
、会

費
　

一
人

五
〇
〇
円



昭和60年度上半期スポーツ行事一覧（予定）

５月　19日～　　 硬式テニス教室　　　　　　　　　　　　　　　　　 運動公園

６月　９日　　　 県民スポーツ大会町予選会 （テニス）　　　　　　　　　　　　11

6 月　匐日　　　 県民スポーツ大会町干選会 （家庭バレーボール）　　　 体育館

６月　27日　　　　　　　　 Ｓ　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　 β

６月　30日　　　　　　　　 ？　　　　　 （壮年ソフトポール）　　　 運動場

７月　７日　　　　　　　　 Ｓ　　　　　 （バドミントン）　　　　　 体育館

７月　７日　　　　　　　　 〃　　　　　 （卓球）　　　　　　　　　 〃

７月　14日　　　 伊達地方スポーツ大会町予選（ソフトボール）　　　　　 運動場

７月　14 日　　　　　　　　　 Ｓ　　　　　 （剣道）I　　　　　　　　　 体育館

７月　Ｍ卩　　　　　　　　　 Ｓ　　　　　 （柔道），　　　　　　　　　 Ｓ

８月　４日　　　　　　　　　 〃　　　　　 （バスケ･iyトポー･レ）　　　　 １

８月　５日～　　 町長杯争奪ソフトボール大会　　　　　　　　　　　　 叺北中

８月　11日　　　 伊達スポーツ大会町予選会 ｛卓球｝　　　　　　　　 体育センター

８月　18日　　　　　　　　jl　　　　　 （テニス）　　　
１　　　　

運動公園

８月　18日　　　　　　　　　　jj　　　　　　　　（バドミントン;

１　

体育センター

８月　25日　　　･

”

｀　･･
。

蠢　
冫jigiil，

（バレ
’‾

ボ‾ル?　　　　

・　　

体育館　 。

国

見
の

民

話
①

万
歳
楽
岩
の
話

板

垣
サ

ダ
さ

ん
談

今

回

か
ら
、
去

る

三
月

に
行

わ

れ

た
日
本

民
話
の
会

の

聞
き
取

り
調
査

を

も
と

に
、
関

係
者

の
協
力
を

得
て

シ
リ
ー

ズ
で
紹

介
し
ま

す
．

第
一
回
目
は
『
万
歳
楽
岩
の
新
』
で
す
．

半

田
山

の
裏
の

方
さ
万

歳
楽

と
い

う

と
こ
あ

ん
の

な

い
．

そ
の
お

話
．

あ

る
人

が
、
半

田

山
で
仕
事

を
し

て

い
で
な

い
、
晩

方
暗

く
な

る
頃

帰

っ
て
来

た
れ

ば
、
村

の
人
達

が
、

「
何

だ

’
て
強

い
地

震
だ

’
た
な

い
」

と

言
う

ん
だ

と
．

『
あ
れ

、
地
震

な

ぞ
あ

り
た
の

か
い
、

お
ら

、
つ

う

っ
と
も

分
か

ん
ね

か

り

た
ぞ

い
』
と
．

『
何
言
う

ん

だ

べ
、
こ
の

ひ
と

、
あ

れ
程
、
グ
ラ
グ
ラ
ゆ
す
ら
う
ち
ぇ
．

お
ら
お
り
か
な
く
て
、
ブ
ル
ブ
ル
ふ

る
え
止
ま
ん
ね
か

り
た
て
ぱ
』
　
と

た
ま
げ
ら
れ
て
な
い
、
よ
っ
く
話
聞

い
て
考
え
て
み
た
れ
ぱ
、
そ
の
人
は

半
田
山
の
軣
の
方
で
仕
事
し
て
い
て

い
つ
も
一
服
す
る
時
に
．
ち
ょ
う
ど

畳
二
枚
ぐ
ら
い
敷
か
れ
る
岩
か
あ
る

と
こ
で
、
か
ら
を
敷
い
て
休
む
ん
だ

と
ヽ

そ
ん
時
、
地
震
あ
っ
た
ん
だ
な

い
・

ち
っ
と
も
気
付
か
な
か
り
た
な

ん
て
’
．そ
の
岩
は
　
た
し
か
地
の
底

ま
で
続
い
て
っ
か
ら
、
な
ん
ぽ
地
震

來
て
も
ぴ
く
と
も
し
ね
え
．
そ
の
証

拠
だ
ぺ
．

そ
の
岩
の
こ
と
を
万
厳
楽
と
言
う

も
ん
で
、
こ
こ
ら
で
は
、
地
震
が
く

奥４
ぎ
い
４
く

鼻４
１
い？

る
と
．『
万
歳
楽
　
万
歳
楽
』
と
言

り

て
、
岩
の
よ
う
に
ゅ
れ
ま
せ
ぬ
よ
う

に
と
念
じ
て
　
唱
え
る
よ
う
に
な

り

た
ん
だ
な
い
．

あ
つ

か
し

俳

句
会

四
月
二

十
六
日
句
会

の
一
部
席
題
「
さ
く
ら
」

＊
　
ひ
よ
ど
り
の
書
き
入
れ
時
の
櫻
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
　
二

＊
　
半
田
山
へ
向

り
て
泳
ぐ
鰻
の

ぽ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
　
田

＊
　
裏
木
戸
の
開
け
放
し
あ
り
花
吹
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝

衛

＊
　
倖
は
こ
ヽ
に
も
あ
り
し
よ
も
ぎ
っ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
　
よ

＊
　
鶯
の
そ
れ
き
り
鳴
か
ず
佇
ち
て
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亭

司

＊
　
夜
櫻
の
灯
覿
ざ
台
の
沼
に
映
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国

楓

＊
　

さ
．こ

＊
　
櫻
咲
く
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
球
の
冴
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
　
子

＊
　

憂
き
こ
と
も
花
に
忘
れ
て
酔
ひ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ち
こ

＊
　
足
あ
と
の
く
ぼ
み
に
騒
幹
畍
畍
の
群
　
　
　
　
　
　
　
　

高

枝



緑
風
園
で

観
月
台
公
園
を
消
掃

桜
の
花
ほ
こ
ろ
ぶ
観
月
台
公
園
で
、

四
月
十
七
日
、
緑
風
圜
の
入
園
者
の

人
た
ち
．
寮
母
さ
ん
な
ど
四
十
名
が
．

公
園
の
周
辺
な
ど
を
清
掃
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
．

緑
風
圜
で
は
公
共
施
設
の
清
掃
作

業
を
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
こ

の
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
半

ま
で
、
ゴ
ミ
袋
や
竹
ぼ
う
き
を
持

り

た
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
か
、

ア
キ
カ
ン
や
ゴ
ミ
な
ど
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。

石
母
田
石
を
供
養

（

夜

泣

き
石

）

石
毋
田
の
一
舘
ノ
家
』
と
よ
ば
れ
る

佐
藤
ト
ミ
さ
ん
の
屋
敷
地
内
に
石
に

田
石
か
あ
り
ま
す
。

四
月
十
九
日
、
佐
藤
さ
ん
方
で
は
、

近
所
の
人
た
ち
を
招
き
、
石
母
田
石

の
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

郷
土
史
研
究
家
の
菊
池
利
唯
さ
ん

の
話
に
よ
る
と
、「
天
正
十
九
年
に
石

母
田
景
頼
が
、
伊
達
政
宗
の
大
崎
移

転
に
従
っ
て
石
母
田
城
を
去
る
脈
、

櫓
場
に
あ
っ
た
こ
の
石
を
持
ち
去
っ

た
と
い
わ
れ
、
現
在
の
石
は
、
そ
の

代
石
の
よ
う
で
す
Ｉ
と
話
し
て

い
ま

し

た
。

ま
た
、

石
毋

田
正

統
家

譜
考

證
類

聚

に
よ

れ

ば
、『
コ

ノ
石

転
倒

ノ
叶
（

、

村

中

二
変

事

ノ
ア
リ

ト
テ

崇
敬

恐
懼

／

由
申
伝

フ
：
こ

と

い
わ
れ
、

佐
藤

さ

ん
の

家
で

は
、
毎

年
四

月

に
供
養

を
行

っ
て

い
ま

す

。

県
立
博
物
館
で

展
示
作
品
物
を

引
き
取
り

県
立
博
物
館
か
ら
製
作
を
依
頼
さ

れ
て
い
た
職
時
中
の
婦
人
の
標
準
服

や
農
作
業
の
襦
袢
、
わ
ら
じ
や
蓑
．

俵
な
ど
か
出
来
上

が
り
．
五
月
二
日
、

県
教
育
庁
文
化
諜
施
設
倭
備
室
の
大

内
寛
隆
専
門
文
化
主
査
ら
が
国
見
町

を
訪
れ
．
石
母
田
西
の
菊
池
よ
し
い

さ
ん
宅
な
ど
か
ら
作
品
を
収
集
し
ま

し
た
．

出
来
上
が
り
た
作
品
は
、
斎
藤
邦

一
さ
ん
か
タ
ン
ガ
ラ
四
個
、
や
せ
馬

六
個
、
サ
サ
み
の
四
枚
、
ヤ
ジ
ロ
ペ

ー
十
個
、
天
秤
棒
六
本
、
ワ
ラ
ジ
十

足
、
曾
グ
ツ
四
足
、
菊
池
昌
二
さ
ん

か
ネ
コ
み
の
六
枚
、
米
俄
六
俵
、
菊

池
よ
し
い
さ
ん
、
宍
戸
き
よ
さ
ん
か

標
準
着
上
下
四
看
．
巡
礼
衣
裳
三
着
、

山
襦
袢
男
女
二
着
ず
っ
で
、
大
内
さ

ん
ら
は
．
大
切
に
引
き
取
っ
て
行
き

卓
し`
た
．

農
業
祭今

年
も
に
ぎ
わ
う

五
月
哨

れ

に
恵
ま

れ

た
｝九
月
五

日
、

観

月
台

公
園
で

恒
例

の

農
業
祭

が
開

か
れ
、

町
内
外

か

ら
訪

れ
た
買

い
物

客

で
に

ぎ
わ

い
ま
し

た

。

当
日

は
、

カ

ゴ
や
ザ

ル
、
ネ

ギ
や

ナ

ス

な
ど
の

種
苗

、
青

果
物
や
海

産

物

な

ど
の
露

店
か

並
び

。
そ
れ
を

買

い
求

め
る
親

子
連

れ
な

ど
で
、
終

日

に
ぎ

わ

い
ま

し

た
。

ま

た
、

町
民
体
育

館
で

は
、
恒

例

と
な

っ

た
「
趣
味

の
合
同

習
作

展
」

が
開

催
さ

れ
、
こ

ち
ら

も
、
買

い
物

帰
り

の
人

た
ち
な

ど
で

に
ぎ

わ

い
ま

し

た
。

翌

六
日

は
、

早
朝
五

時
か

ら
、

公

園
管

理
委

員
会

、
ラ
イ

オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ

、
商
工
会

婦

人
都

の
人

た
ち
五

十

人

が
、

農
業
祭

で
の

ゴ
ミ
な

ど
の
清

掃
作

業
を

し
て
く

だ

さ

い
ま

し

た
。

▲公圃を清掃する緑風圜のみなさん

▲石毋田石を供養するみなさん

▲縫いあがった標準服を鱇た菊池さんたち

▲今年もにぎわった農集槊▲集めたゴミを餓やす

ライオンズクラブや

公園管理委員金のみなさん

編

集

日

記

〇
野
に
山
に
新
緑
か
映
え
、
す
が
す

か
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
晴
天
か
続
き
、
わ
ら
ぴ
、
た
ら
の

芽
、
う
ど
な
ど
の
山
菜
も
、
例
年
並

み
で
、
私
も
出
か
け
て
み
ま
し

た
。

さ
わ
や
か
な
風
が
わ
た
り
、
と
て
も

気
持
ち
か
良
か
っ
た
で
す
。

○
み
な
さ
ん
も
。
ぜ
ひ
出
か
け
て
み

て
は
い
か
か
で
す
か
。
森
林
浴
を
楽

し
み
な
か
ら
山
菜
を
採
る
、
健
康
の

た
め
に
も
、
ま
き
に
一
石
二
鳥
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
．
　
　
　
　
　

Ｓ

Ｒ
叮
・
繝
梟

Ｉ
兒
町
企
画
媒

福
鳥
県
伊
達
郡
一

見
町
大
字
藤
用
字
一
丁
田
二
２
の
１

一

九
六
九
一

一
七
　

酋
（
○
二
四
五
）
八
五
一

二
一
一
一
（
代
表
）
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